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図－１.５  波高の経年変化と地盤高およびシルト・粘土分の関係
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〔地盤高の変化〕

〔波高・シルト・粘土分等の変化〕

体
積

(年)

砂を投入した結果

砂を投入しなかった場合

土砂投入量

養貝場：1982～1983、11万m3

船橋海浜公園：1981～1982、202万m3

(年)

底質調査（シルト・粘土分）
■：多い
■：中間
■：少ない

江戸川放水路への放水量（資料編参照）

●：1,000m
3
／秒以上

●：1,000m
3
／秒未満

堆積傾向の期間 

シルト・粘土分の多い時期 

波高１ｍ以上の回数が少ない 



                              
 

10

 
 
 
 
 
 
 
 

〈養貝場〉
覆砂後ほぼ安定。 
若干北東に動いている可能性があ
る。 

〈猫実川河口域〉 
昔あった広い干出域が減少。 
最近でも局所的に堆積している。 
 

〈船橋海浜公園〉
覆砂後、砂は前面に広がり、現在
は安定。 

〈日の出側干出域〉
年を追って東側に砂嘴状に伸び
てきている。 

〈砂嘴・砂堆〉
日の出側からの砂嘴状地形の発達ととも
に砂堆外側は侵食傾向 

〈浅海域中央〉
若干の増減はあるが、 
全体としては安定。 

図－１．６  部分的な地形変化の傾向 
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図－１.７（１） 底質の粒度（中央粒径）の水平分布（三季平均）

1994～1996
年度調査 １００μｍ以下の海

域 

１００～１５０μｍ

の海域 

１５０～２００μｍ

の海域 

２００μｍ以上の海

域 
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2002年度調査

図－１.７（２） 底質の粒度（中央粒径）の水平分布（三季平均）
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 図－２.１（１） 環境条件からみた海域区分（三季）

【1】 【2】 

【3】 

【4】 

【5】 

1994～1996年度調査 
 

水深が浅く、波浪の

影響が小さく、底質

の粒径が小さい海域 

水深が浅く、波浪の

影響が大きく、底質

の粒径が大きい海域 
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【 1】

【2】 【3】 

【4】 
【5】 

2002年度調査 
 

図－２.１（２） 環境条件からみた海域区分（三季）

補足調査時に比べ、

面積が減少 
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３．底生生物、魚類、鳥類等 
 

底生生物 スミスマッキンタイヤ型採泥器による採泥 
種の同定、個体数、湿重量ほか 
（補足調査 １９９３～１９９６年度四季実施、87～93地点） 
（２００２年度調査 春季を除く三季実施、53地点） 

 

魚 類  押し網による着底稚魚調査 ほか 
種の同定、個体数、湿重量、消化管内容物 ほか 
（補足調査 １９９６～１９９７年毎月実施、６地点） 
（２００２年度調査 １１月から毎月実施、16地点） 

 

鳥 類  定点調査・ラインセンサス法ほか 
種の同定、個体数ほか 
（１９８７～２００３年実施、非調査期間含む、14ヶ所） 
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ｱ ｻ ﾘ ｺ ﾉ ｴ ﾋ ﾞ 科 ｱ ﾘ ｱ ｹ ﾄ ﾞ ﾛ ｸ ﾀ ﾞ ﾑ ｼ ﾆ ﾎ ﾝ ﾄ ﾞ ﾛ ｿ ｺ ｴ ﾋ ﾞ そ の 他
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R h y n c h o s p i o 属 ﾐ ｽ ﾞ ﾋ ｷ ｺ ﾞ ｶ ｲ C a p i t e l l a 属 ﾄ ﾞ ﾛ ｵ ﾆ ｽ ﾋ ﾟ ｵ
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ﾆ ﾎ ﾝ ﾄ ﾞ ﾛ ｿ ｺ ｴ ﾋ ﾞ そ の 他

年度

注）1993～1996 年度、2002 年度の調査地点のうち共通している調査地点（39 地点）の平均個体数、平均湿
重量を示す。 

図－３.１  底生生物の季節変化（1993～2002年度） 

赤は多毛類、青は二枚貝類、緑は甲殻類を示す。

春に甲殻類が

大量に発生 

夏～秋に二枚貝

類が大きな割合 
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図－３.２ 底生生物の群集組成の類似度による海域区分（三季合計）
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ウ ミ ゴ マ ツ ボ 2 0 .8
ニ ホ ン ド ロ ソ コ エ ビ 1 3 .6
ホ ト ト ギ ス ガ イ 1 5 .8
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図－３.３   魚類個体数組成(1996年度調査､  2002年度調査) 
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図－３.４ イシガレイ出現状況 
1996年度 2002年度 
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